
十
一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

日
本
人
は
知
ら
な
い
!
縄
文
日
本

の
驚
く
べ
き
真
実

　
　
　
　
講
師
　
坂
井
　
洋
一 

氏

日
本
は
現
存
す
る
世
界
最
古
の
立
憲

君
主
国
だ
。
で
あ
れ
ば
、
日
本
語
は
か

な
り
古
い
言
葉
で
あ
る
は
ず
。
で
も
、

現
状
の
日
本
史
で
は
、
漢
字
が
入
っ
て

く
る
前
ま
で
日
本
に
は
文
字
も
言
葉
も

な
か
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
比
較
言
語
学
が
進
化
し
、
縄
文

時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
岩
刻
文
字

（
ペ
ト
ロ
グ
ラ
フ
）や
縄
文
土
器
に
文
字

が
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ

た
!　

し
か
も
そ
れ
ら
の
文
字
は
古
代

中
近
東
の
文
字
だ
。
こ
れ
は
何
を
意
味

す
る
の
か
?

6
0
0
0
年
前
、
文
字
や
言
葉
を
も

っ
て
い
た
シ
ュ
メ
ー
ル
人
た
ち
は
一
万
キ

ロ
の
旅
を
し
て
縄
文
日
本
に
や
っ
て
き

た
の
か
?　

か
た
や
、
明
治
に
公
表
さ

れ
た
古
史「
竹
内
文
書
」
や
昭
和
に
発

見
さ
れ
た
古
史「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
は
、

縄
文
日
本
に
宇
宙
的
な
文
明
が
あ
っ
た

こ
と
を
伝
え
る
。
超
古
代
の
世
界
は
、

我
々
の
想
像
を
は
る
か
に
超
え
る
宇
宙

文
明
の
時
代
だ
っ
た
‼

※
7
月
21
日
の
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

で
、
第
8
回
U
F
O
・
O
R
B
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
坂
井
洋
一
氏
に
、
じ
っ
く

り
時
間
を
か
け
て
お
話
し
い
た
だ
く
貴

重
な
機
会
で
す
の
で
、
皆
様
も
ご
友
人
、

知
人
を
お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願

い
ま
す
。

●
坂
井
洋
一
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
3
年
9
月
26
日
茨
城
県
日
立

市
生
ま
れ
。
慶
応
大
学
経
済
学
部
卒
。

映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
／
バ
イ
ヤ
ー
。

作
詞
作
曲
家
。
古
代
秘
史
ハ
ン
タ
ー
。

日
本
と
世
界
の
文
化
の
架
け
橋
と
な
る

こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
、
世
界
の
空
手

フ
ァ
ン
向
け
に
本
格
的
空
手
映
画「
黒

帯
」
及
び「
ハ
イ
キ
ッ
ク
・
ガ
ー
ル
!
」

を
作
り
好
評
を
得
る
。

作
詞
作
曲
家
と
し
て
は
日
本
を
代
表

す
る
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
小
田
裕
一
郎
氏

に
師
事
。
近
年
、
日
本
の
隠
さ
れ
た
歴

史
に
興
味
を
持
ち
、
比
較
言
語
学
を
ベ

ー
ス
に
古
代
日
本
と
古
代
世
界
の
驚
く

べ
き
繋
が
り
を
明
快
に
解
く
。

日
時　

平
成
26
年
11
日
8
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
一
研
修
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

今
月
号
の
記
事

◎
十
一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
九
州
サ
イ
科
学
会
十
一
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
十
一
月
例
会
予
告

◎�

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会
発
足

の
お
知
ら
せ

◎
第
23
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎�

関
西
サ
イ
科
学
会
十
二
月
忘
年
会
の

お
知
ら
せ

◎
十
二
月
本
部
懇
談
会
の
お
知
ら
せ

◎
一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
一
月
例
会
予
告

◎
平
成
25
年
7
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
八
九
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の
販
売

◎
本
部
月
例
会
講
演
録
の
販
売

◎�

オ
ー
ブ
（
た
ま
ゆ
ら
）
形
成
・
出
現

の
意
識
面

◎
意
識
に
よ
る
鉱
石
の
成
長
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「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
8
／
4
受
領
分
ま
で
）

金
五
万
円
也　
　
　

渡
邊　

薫
龍　

様

金
一
万
八
千
円
也　

森
安　

政
仁　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

心
の
調
和
に
つ
い
て
Ⅱ

　
　
　
　

講
師　

森
安　

政
仁 

氏

日
時　

平
成
26
年
11
月
2
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

会
場　

森
安
商
店

長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与
町
本
川
内
郷
16･
6

問
合
せ
0
9
5
・
8
8
3
・
6
0
4
8

交
通　

J
R
長
与
駅
下
車
徒
歩
20
分

　
　
　

長
崎
バ
ス　

洗
切
小
学
校
前

　
　
　

下
車
徒
歩
2
分

会
費　

無
料

※
人
生
相
談
も
伺
い
ま
す

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
例
会
の
お
知
ら
せ

い
ま
脳
波
が
面
白
い
!
　
～
右
脳

と
左
脳
と
の
脳
波
共
鳴
、
人
と
人

と
の
脳
波
共
鳴
で
場
に
何
か
が
起

き
る
～

　
　
　
　
講
師
　
志
賀
　
一
雅 

氏

日
時　

平
成
26
年
11
月
15
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

★
T
O
P
I
C
S

◎
日
本
サ
イ
科
学
会
新
分
科
会
の
ご
紹

介
で
す
。（
恐
縮
で
す
が
、
今
回
は
既
に

予
約
が
定
員
に
達
し
ま
し
た
の
で
、
来

年
第
2
回
の
告
知
後
に
予
約
お
申
し
込

み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。）

第
1
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会

日
時　

平
成
26
年
11
月
16
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
7
会
議
室

�

（
東
京
都
北
区
王
子
1
―
11
―
1
）

会
費　

会
員　
　

五
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

一
〇
〇
〇
円　

今
回
の
参
加
人
員�

：
24
名
ま
で

（
今
回
は
定
員
に
達
し
締
め
切
り
ま
し
た
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
23
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
2
回
　
異
能
科
学
会
議

日
時　

平
成
26
年
12
月
7
日
（
日
）

　
　
　

10
時
～
17
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0
3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

�
京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅　

東
口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」

行
で
「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費　

会
員　

五
〇
〇
円（
日
本
サ
イ
科

学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
・
太

陽
の
会
会
員
）　

　
　
　

一
般�

一
〇
〇
〇
円

�

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
）�

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

2
0
1
4
年
忘
年
の
放
談
会

非
会
員
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

十
二
月
の
研
究
集
会
は
お
休
み
で
す
。

日
時　

平
成
26
年
12
月
6
日
（
土
）

　
　
　

午
後
5
時
30
分
よ
り

場
所　

山
海
倶
楽
部

　
　
　

0
6
・
6
4
4
3
・
0
2
0
9

※
大
阪
市
西
区
京
町
堀
1
・
4
・
3

　

T
C
F
肥
後
橋
ビ
ル
B
1
階

※�

参
加
ご
希
望
の
方
に
は
会
場
案
内
図

を
F
A
X
等
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

参
加
費　

四
五
〇
〇
円

※�

12
月
3
日
（
水
）
ま
で
に
、
事
務
局

木
村
ま
で
お
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

　

0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆



●❸ ●

十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

忘
年
会
も
兼
ね
た
会
員
の
体
験

意
見
発
表
と
討
論
の
会

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
一
人
の
講

師
の
講
演
で
は
な
く
、
参
加
者
の
皆
様

か
ら
の
U
F
O
、
超
常
現
象
、
心
霊
現

象
、
オ
ー
ブ
等
サ
イ
現
象
に
関
す
る
目

撃
・
体
験
や
意
見
の
発
表
、
そ
れ
ら
を

テ
ー
マ
に
し
た
意
見
交
換
・
討
論
等
、

気
楽
な
感
じ
で
懇
談
会
を
開
催
致
し
ま

す
。今

回
最
初
に
ま
と
ま
っ
て
何
か
発
表

し
た
い
方
一
、二
名
に
20
分
位
ず
つ
で

口
火
を
切
っ
て
頂
い
て
、
引
き
続
い
て

出
席
者
の
皆
様
か
ら
自
由
に
発
表
し
て

頂
き
ま
す
。

皆
様
の
中
で
、
ご
自
分
で
撮
っ
た
不

思
議
な
写
真
、
ビ
デ
オ
映
像
等
を
お
持

ち
で
し
た
ら
是
非
ご
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。（
V
H
S
テ
ー
プ
や
D
V
D
ビ
デ
オ

等
で
お
見
せ
し
た
い
方
は
、
装
置
予
約

の
た
め
早
め
に
事
務
局
に
お
知
ら
せ
願

い
ま
す
。）

ス
プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透
視
能

力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に
自
信

の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人
に
能

力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
自
分
で
は
気
が
付

い
て
い
な
い
の
に
、
思
い
が
け
な
い
超

能
力
を
発
揮
す
る
方
も
お
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

※�

最
初
に
ま
と
め
て
発
表
し
た
い
方
は
、

事
務
局
に
メ
ー
ル
、
ま
た
は
F
A
X

願
い
ま
す
。

日
時　

平
成
26
年
12
月
13
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
5
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

T
H
E 

S
O
U
R
C
E 

C
O
D
E
S

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
は
何
で
す
か
?

�

講
師　

ト
レ
イ
シ
ー
・
ア
ッ
シ
ュ
氏

　

こ
の
講
演
は
、
超
人
的
な
潜
在
能
力

の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
、
超
人
的
な
潜
在

能
力
発
揮
の
た
め
に
、「
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
」

を
入
力
す
る
技
術
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
は
3
つ
の
面
か
ら
講
義
し
ま
す
。

（
1
）ソ
ー
ス
コ
ー
ド
・
フ
ィ
ー
ル
ド
に

お
け
る
科
学
的
な
証
拠

（
2
）高
い
振
動
数
の
、
瞑
想
技
術
と
超

人
的
な
潜
在
能
力
へ
の
移
行
の
探
求
。

何
が
結
果
を
加
速
す
る
か
?

新
し
い
人
間
の
も
つ
潜
在
能
力
の
卓

越
性
は
、
危
機
的
な
世
界
的
変
化
の

解
決
策
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
解

錠
さ
れ
る
の
か
?

（
3
）サ
イ
能
力
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
と
調
査

（
4
）日
本
サ
イ
科
学
会
会
員
な
ど
参
加

者
が
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
を
体
験
し
、
最

後
に
「
世
界
平
和
瞑
想
」
を
行
い
ま

す
。

●
ト
レ
イ
シ
ー
・
ア
ッ
シ
ュ
氏
の
プ
ロ

　

フ
ィ
ー
ル

　

世
界
で
一
万
四
千
人
以
上
の
オ
ピ

ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
に
実
施
し
た
「
ラ
イ

フ
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ

ン
」
は
メ
ー
カ
ー
や
意
識
の
高
い
個
人

を
変
え
る
。
学
校
お
よ
び
療
養
所
に
お

い
て
三
万
人
を
超
え
る
個
人
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
。
ト
レ
ー
シ
ー
は
、
意
識
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
意
識
の
療
養
所
、
ラ
イ

フ
ビ
ジ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
、
サ
イ
キ
ッ
ク

ス
ク
ー
ル
、
そ
し
て
神
聖
な
ヒ
ー
リ
ン

グ
の
創
造
者
で
す
。

　

1
9
9
9
年
か
ら
2
0
1
5
年
の
活

動
。
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
・
コ
ン
サ
ル
テ

ー
シ
ョ
ン
、
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
ス
ク
ー

ル
、
サ
イ
キ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
が
、
ロ
ン

ド
ン
と
東
京
で
設
立
さ
れ
た
。
意
識
の

療
養
会
が
、
富
士
山
、
エ
ジ
プ
ト
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
開
催
さ
れ
る
。
シ
ン
ク
ロ

ニ
シ
テ
ィ
・
ジ
ャ
パ
ン（
株
）、
サ
イ
キ

ッ
ク
研
究
の
大
学
、
生
命
の
木
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
日
本
サ
イ
科
学
会
、
マ
イ

ン
ド
・
ボ
デ
ィ
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
リ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
等
々
に
お
け

る
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。

※
英
国
人
の
ト
レ
イ
シ
ー
・
ア
ッ
シ
ュ

氏
は
、
卓
越
し
た
ヒ
ー
リ
ン
グ
能
力
を



も
ち
、
多
く
の
人
々
の
意
識
の
変
容
と

魂
の
目
覚
め
を
起
こ
し
て
き
た
、
著
名

な
サ
イ
キ
ッ
ク
指
導
者
で
す
。

　

日
本
サ
イ
科
学
会
本
部
例
会
で
御
講

演
が
聴
け
る
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘

い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

平
成
27
年
1
月
10
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
例
会
の
お
知
ら
せ

手
相
の
神
秘
と
科
学

―
脳
の
活
用
で
手
相
が
変
わ
る
―

　
　
　
　
講
師
　
高
峯
　
秀
樹 

氏

日
時　

平
成
27
年
1
月
17
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
25
年
7
月
本
部
例
会
報
告

千
島
学
説
を
知
る
た
め
に

　
　
　
　
　
講
師
　
酒
向
　
猛 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
医
学
博
士
）

　

最
初
に
自
分
の
経
歴
を
ご
紹
介
致
し

ま
す
。

　

岐
阜
県
恵
那
市
出
身
。
1
9
7
6
年

順
天
堂
大
学
医
学
部
卒
業
、
名
古
屋
大

学
第
2
外
科
入
局
、
1
9
8
2
年
名
古

屋
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
入
学
、
主

に
癌
の
組
織
培
養
や
抗
癌
剤
感
受
性
試

験
を
研
究
、
1
9
8
6
年
名
古
屋
大
学

院
修
了
、
岐
阜
県
立
多
治
見
病
院
外
科

へ
赴
任
、
1
9
8
8
年
医
学
博
士
。
岐

阜
県
立
多
治
見
病
院
外
科
部
長
な
ど
を

経
て
、
現
在
は
島
村
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
ク

リ
ニ
ッ
ク
副
院
長
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
外
科
医
と
し
て
癌
の
手

術
を
一
五
〇
〇
位
執
刀
し
、
上
の
先
生

の
助
手
や
下
の
先
生
の
指
導
も
含
め
れ

ば
四
〇
〇
〇
例
位
の
手
術
経
験
が
あ
り

ま
す
。
抗
癌
剤
治
療
や
緩
和
治
療
の
経

験
も
多
数
あ
り
ま
す
。

　

趣
味
と
し
て
は
神
社
仏
閣
巡
り
、
空

手
二
段
。
腸
造
血
説
を
唱
え
る
千
島
学

説
研
究
者
、
ゲ
ル
ソ
ン
療
法
研
究
者
で

も
あ
り
ま
す
。

　

千
島
喜
久
男
博
士
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　

1
8
9
9
年
（
明
治
32
年
）
岐
阜
県

吉
城
郡
上
宝
村
に
生
ま
れ
、
官
立
盛
岡

高
等
農
林
学
校
獣
医
学
科
卒
業
。
岐
阜

大
学
農
学
部
生
物
学
科
主
任
教
授
、
千

島
学
説
と
い
う
異
端
の
学
説
を
唱
え
た
。

著
書
論
文
多
数
。
勲
三
等
瑞
宝
章
受
章
。

1
9
7
8
年
病
没
（
79
歳
）。�

　

今
の
と
こ
ろ
千
島
先
生
の
学
説
は
異

端
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

主
な
医
学
の
定
説
の
否
定
を
ご
紹
介
致

し
ま
す
。

1�

．
血
液
は
骨
髄
で
造
ら
れ
る
（
←
骨

髄
造
血
説
の
否
定
）

2�

．
癌
は
突
然
変
異
が
原
因
で
細
胞
分

裂
に
よ
っ
て
増
殖
す
る
（
←
癌
の
細

胞
分
裂
説
の
否
定
）

3�

．
赤
血
球
は
酸
素
運
搬
の
た
め
に
高

度
に
分
化
し
た
終
末
細
胞
で
あ
る

（
←
赤
血
球
終
末
細
胞
説
の
否
定
）

4�

．
ウ
イ
ル
ス
・
細
菌
な
ど
全
て
の
生

物
は
そ
の
親
か
ら
生
ま
れ
、
自
然
発

生
す
る
こ
と
は
な
い
（
←
生
命
自
然

発
生
の
否
定
）

5�

．
生
物
進
化
は
突
然
変
異
で
生
じ
た

形
質
の
う
ち
、
環
境
に
適
し
た
も
の

が
、
生
存
競
争
で
生
き
残
る
事
に
よ

っ
て
起
こ
る
（
←
ダ
ー
ウ
ィ
ン
進
化

論
の
否
定
）

　

も
う
一
つ
千
島
学
説
に
は
特
徴
的
な

こ
と
が
あ
っ
て
、
哲
学
が
あ
り
ま
す
。

千
島
学
説
の
8
大
原
理
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

1
．
赤
血
球
分
化
説（
赤
血
球
一
元
論
）

　

赤
血
球
は
一
番
若
い
細
胞
で
あ
っ
て
、

あ
ら
ゆ
る
細
胞
に
分
化
す
る
母
体
と
な

る
細
胞
で
あ
る
。
赤
血
球
か
ら
白
血
球

や
リ
ン
パ
球
な
ど
す
べ
て
の
細
胞
に
分

化
し
て
い
く
。

（
→
そ
れ
に
対
し
て
定
説
で
は
、
赤
血

球
は
酸
素
運
搬
の
た
め
だ
け
に
特
殊
に

● ❹●



分
化
し
た
終
末
細
胞
で
、
こ
れ
以
上
分

化
す
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
。）

　

病
的
な
状
態
で
は
、
赤
血
球
は
癌
や

腫
瘍
や
炎
症
細
胞
や
瘢
痕
組
織
に
も
分

化
す
る
の
で
す
。
こ
の
辺
は
「
悪
血
こ

そ
癌
の
原
因
で
あ
る
」
と
い
う
東
洋
医

学
の
考
え
方
と
一
致
し
ま
す
。

　

実
は
哺
乳
類
の
赤
血
球
は
核
が
な
い

の
で
す
が
、
哺
乳
類
以
外
の
脊
椎
動
物

に
は
赤
血
球
に
核
が
あ
り
ま
す
。
人
間

で
も
胎
児
の
血
液
に
は
、
有
核
赤
血
球

が
出
現
し
ま
す
。

　

千
島
先
生
は
、
細
胞
が
未
熟
に
な
る

と
核
が
な
く
な
る
と
言
っ
て
お
り
ま
す

が
、
哺
乳
類
の
赤
血
球
に
核
が
な
い
の

は
な
ぜ
か
?
と
い
う
の
は
今
で
も
医
学

の
疑
問
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

千
島
先
生
は
カ
エ
ル
の
赤
血
球
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
他
の
細
胞
が
生
ま
れ
る
の

を
写
真
に
撮
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
写

真
は
医
学
界
で
は
否
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
．
赤
血
球
と
組
織
の
可
逆
的
分
化
説

　

栄
養
不
足
や
大
量
出
血
後
な
ど
の
病

的
状
態
の
時
は
、
体
の
組
織
か
ら
赤
血

球
に
逆
分
化
が
み
ら
れ
る
。

（
→
既
成
学
説
は
、
骨
髄
脂
肪
か
ら
の

赤
血
球
へ
の
逆
分
化
の
状
態
を
生
理
的

造
血
と
誤
認
し
て
い
る
。）

3�

．
バ
ク
テ
リ
ア
や
ウ
イ
ル
ス
の
自
然

発
生
説

　

バ
ク
テ
リ
ア
（
細
菌
や
下
等
な
単
細

胞
生
物
）
や
ウ
イ
ル
ス
は
親
が
い
な
く

て
も
、
有
機
物
の
腐
敗
の
状
態
か
ら
、

そ
の
有
機
物
を
母
体
と
し
て
自
然
に
発

生
す
る
。

（
→
19
世
紀
末
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
ル

イ
・
パ
ス
ツ
ー
ル
は
″
白
鳥
の
首
型
フ

ラ
ス
コ
実
験
”
で
生
命
の
自
然
発
生
は

な
い
こ
と
を
証
明
し
た
。）

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

　

千
島
学
説
に
よ
れ
ば
、
内
部
環
境
が

悪
化
し
た
患
者
の
体
内
で
死
滅
し
た
細

胞
な
ど
か
ら
、
M
R
S
A
な
ど
の
細
菌

や
ウ
イ
ル
ス
が
自
然
発
生
す
る
。

　

日
和
見
感
染
や
菌
交
代
現
象
の
本
質

は
、
体
内
環
境
の
悪
化
（
免
疫
力
低
下

や
循
環
障
害
な
ど
）
に
よ
り
起
こ
っ
た

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
の
自
然
発
生
で
あ
る
。

　

私
の
経
験
に
よ
れ
ば
、「
院
内
感
染
」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
私
は
院
内
感

染
と
い
う
の
は
、
外
か
ら
ば
い
菌
が
入

る
だ
け
で
な
く
、
患
者
さ
ん
の
中
で
ば

い
菌
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
経
験
上
、
病

院
に
入
る
と
抗
生
物
質
が
効
か
な
い
ば

い
菌
が
出
て
き
て
、
そ
れ
が
い
ろ
い
ろ

な
患
者
さ
ん
に
移
っ
て
、
非
常
に
寿
命

を
縮
め
て
困
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

実
は
病
院
の
I
C
U（
集
中
治
療
室
）

は
重
症
な
患
者
さ
ん
が
入
る
一
番
清
潔

な
区
画
で
す
が
、
そ
こ
に
入
る
と
M
�R�

S
A
が
一
番
多
く
発
生
す
る
の
で
す
。

そ
う
す
る
と
I
C
U
が
一
番
汚
い
場
所

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
医
師

は
入
念
に
手
洗
い
を
し
て
マ
ス
ク
を
し

て
カ
バ
ー
を
か
ぶ
り
、
手
袋
を
し
て
入

る
の
で
、
や
は
り
免
疫
力
の
落
ち
た
患

者
さ
ん
が
沢
山
い
て
、
そ
こ
の
中
で
M�

R
S
A
が
自
然
に
発
生
す
る
の
で
は
な

い
か
と
推
察
し
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
患
者
隔
離
や
清
潔
操

作
（
手
洗
い
消
毒
な
ど
）
を
徹
底
し
て

も
M
R
S
A
な
ど
の
院
内
感
染
を
完
全

に
防
止
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

4
．
細
胞
新
生
説

「
細
胞
は
細
胞
の
分
裂
に
よ
っ
て
生

じ
る
」
と
い
う
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
の
説
は

誤
り
で
あ
る
。

　

細
胞
分
裂
か
ら
細
胞
は
生
じ
な
い
。

細
胞
は
細
胞
構
造
を
も
た
な
い
有
機
物

か
ら
自
然
発
生
す
る
。

　

現
代
生
物
学
の
定
説
で
あ
る
ウ
イ
ル

ヒ
ョ
ウ
の
説
を
否
定
す
る
と
大
変
な
こ

と
に
な
る
の
で
す
が
、
1
9
3
3
年
、

ソ
連
の
女
性
生
物
学
者
レ
ペ
シ
ン
ス
カ

ヤ
は
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
の
卵
黄
球
か
ら

細
胞
が
新
生
し
て
く
る
現
場
を
観
察
し
、

細
胞
新
生
説
を
唱
え
ま
し
た
。

　

当
時
の
ソ
連
で
レ
ペ
シ
ン
ス
カ
ヤ
の

細
胞
新
生
説
は
大
論
争
を
巻
き
起
こ
し

ま
し
た
が
、
ル
イ
セ
ン
コ
や
オ
パ
ー
リ

ン
な
ど
の
一
流
の
生
物
学
者
に
支
持
さ

れ
、
そ
の
論
文
は
1
9
4
9
年
ス
タ
ー

リ
ン
賞
生
物
学
部
門
第
一
等
を
獲
得
し

ま
し
た
。

　

レ
ペ
シ
ン
ス
カ
ヤ
の
細
胞
新
生
説
は

一
時
は
ソ
連
の
生
物
学
会
の
定
説
と
な

り
ま
し
た
が
、
ル
イ
セ
ン
コ
学
説
の
没

落
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
定
説
の
座
か

ら
滑
り
落
ち
ま
し
た
。

　

基
本
的
に
2
つ
の
哲
学
上
の
論
争
が

あ
り
ま
す
。

●❺ ●



◎
生
気
論
的
病
理
学

　

生
命
の
営
み
に
は
物
理
化
学
で
は
解

明
で
き
な
い
見
え
な
い
力
が
働
い
て
い

る
と
考
え
る
。
→
中
国
の
古
典
的
東
洋

医
学
、
イ
ン
ド
の
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

医
学
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ

ス
医
学
、
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
等
。

◎
機
械
論
的
病
理
学

　

生
命
の
営
み
と
い
え
ど
も
物
理
化
学

の
手
法
で
完
全
に
解
明
で
き
る
。
今
分

か
ら
な
い
こ
と
も
物
理
化
学
が
さ
ら
に

発
展
す
れ
ば
解
明
で
き
る
→
現
代
西
洋

医
学
。

　

細
胞
外
の
有
機
物
質
の
塊
か
ら
生
命

の
あ
る
細
胞
が
新
生
す
る
と
仮
定
す
る

と
、
そ
こ
に
機
械
論
的
生
物
学
で
は
説

明
の
つ
か
な
い
神
秘
的
な
目
に
見
え
な

い
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
存
在
を
仮
定
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
細
胞
新
生
が
な
い
と
す
る

と
最
初
の
細
胞
は
い
か
に
し
て
形
成
さ

れ
た
の
か
?
現
在
の
定
説
で
は
、
太
古

の
海
の
中
で
神
秘
的
と
も
思
わ
れ
る
奇

跡
に
近
い
出
来
事
が
偶
然
起
き
て
、
細

胞
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
つ
面
白
い
の
は
粘
菌
の
生
態
で
す
。

ア
メ
ー
バ
ー
状
の
多
数
の
単
細
胞
で
活

発
に
動
い
て
栄
養
を
取
り
、
栄
養
物
が

な
く
な
る
と
多
数
の
単
細
胞
が
集
合
し

て
一
つ
の
生
物
（
接
合
体
）
と
な
っ
て

移
動
し
、
そ
の
先
で
子
実
体
を
形
成
し

て
、
そ
こ
か
ら
胞
子
が
飛
ん
で
発
芽
し

て
、
ま
た
ア
メ
ー
バ
ー
状
に
な
っ
て
活

動
す
る
生
態
を
繰
り
返
し
ま
す
。
粘
菌

の
生
態
は
戦
前
、
博
物
学
者
の
南
方
熊

楠
が
生
涯
研
究
を
続
け
、
科
学
雑
誌

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」
に
も
度
々
寄
稿
し
て

い
ま
す
。
最
近
の
研
究
で
は
、
粘
菌
迷

路
や
粘
菌
が
描
い
た
北
海
道
の
道
路
網

な
ど
か
ら
、
粘
菌
が
知
性
を
も
っ
て
い

る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
島
先
生
は
「
胎
盤
は
造
血
臓
器
で

あ
る
」
と
言
っ
て
い
て
、
母
体
の
赤
血

球
が
胎
盤
絨
毛
に
付
着
し
て
胎
盤
絨
毛

の
細
胞
に
変
化
（
細
胞
新
生
）
し
、
絨

毛
内
部
の
胎
児
赤
血
球
に
変
化
す
る
と

解
説
し
て
い
ま
す
。

5
．
腸
造
血
説（
骨
髄
造
血
説
の
否
定
）

　

赤
血
球
は
骨
髄
で
造
ら
れ
る
の
で
は

な
く
、
生
命
力
に
富
ん
だ
食
物
が
腸
の

絨
毛
で
細
胞
新
生
に
よ
り
で
き
た
も
の

で
あ
り
、
腸
こ
そ
が
本
来
の
造
血
臓
器

で
あ
る
。

　

生
物
の
原
型
は
腸
と
皮
膚
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
外
か
ら
食
事
を
取
り
込
ん
だ

内
胚
葉
の
細
胞
が
中
に
落
ち
込
ん
だ
の

が
、
原
始
的
血
液
細
胞
と
な
り
ま
す
。

　

系
統
発
生
学
的
に
は
内
胚
葉
で
あ
る

腸
管
が
造
血
臓
器
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ

高
等
な
生
物
に
な
る
と
造
血
臓
器
が
中

胚
葉
の
骨
髄
に
移
行
す
る
の
か
?
疑
問

で
す
。
ま
た
、
骨
髄
中
の
血
液
細
胞
の

分
裂
頻
度
は
計
算
上
産
生
さ
れ
る
血
液

細
胞
数
に
比
較
し
て
少
な
過
ぎ
ま
す
し
、

骨
髄
の
造
血
幹
細
胞
は
完
全
に
は
同
定

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
造
血
幹
細
胞
は

他
臓
器
に
も
末
梢
血
中
に
も
存
在
す
る

の
で
す
!

　

モ
ネ
ラ
と
は
学
術
的
に
は
原
始
的
生

物
群
を
意
味
し
、
食
物
モ
ネ
ラ
と
は
消

化
さ
れ
ド
ロ
ド
ロ
に
な
っ
た
消
化
管
内

容
物
を
意
味
し
ま
す
。
千
島
学
説
は
、

食
物
モ
ネ
ラ
か
ら
腸
上
皮
細
胞
が
細
胞

新
生
で
造
ら
れ
ま
す
。
消
化
管
内
の
食

物
モ
ネ
ラ
が
細
胞
新
生
に
よ
り
消
化
管

上
皮
細
胞
と
な
り
、
消
化
管
上
皮
細
胞

が
赤
血
球
母
細
胞
と
な
り
、
さ
ら
に
赤

血
球
と
な
り
ま
す
。
腸
で
新
生
さ
れ
た

赤
血
球
は
全
身
の
細
胞
に
分
化
す
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
食
物

の
持
つ
生
命
力
が
全
身
の
細
胞
の
生
命

力
に
直
接
影
響
す
る
の
で
す
。

　

現
代
の
栄
養
学
で
は
腸
管
で
食
物
が

消
化
液
に
よ
っ
て
、
分
子
の
レ
ベ
ル
ま

で
分
解
さ
れ
て
血
液
に
吸
収
さ
れ
、
肝

臓
で
体
の
蛋
白
質
に
再
合
成
さ
れ
る
と

考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
腸
管
造
血
説

が
正
し
い
と
す
る
と
、
腸
の
細
胞
は
原

始
的
な
ア
メ
ー
バ
様
の
性
質
を
持
ち
、

食
物
を
か
な
り
大
き
な
塊
で
細
胞
内
に

取
り
込
む
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
生
き
た

血
液
を
顕
微
鏡
で
見
る
と
、
大
き
な
食

物
の
塊
の
カ
ケ
ラ
と
思
わ
れ
る
物
質
が

見
ら
れ
る
の
で
す
。
も
し
食
物
が
分
子

レ
ベ
ル
ま
で
分
解
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

こ
う
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
は
ず
で

す
。
こ
れ
も
今
の
医
学
は
完
全
に
無
視

し
て
い
ま
す
。

　

腸
管
造
血
説
が
正
し
い
と
す
る
と
、

食
べ
物
は
で
き
る
だ
け
生
き
て
い
る
新

鮮
な
状
態
で
食
べ
る
こ
と
が
健
康
に
望

ま
し
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
鮮
な
食

物
は
生
命
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
煮
た

り
焼
い
た
り
し
て
生
命
力
が
な
く
な
っ

た
食
物
を
食
べ
る
の
は
自
然
界
で
は
人

間
だ
け
で
す
。

6�

．
遺
伝
学
の
盲
点
（
生
殖
細
胞
の
血

球
由
来
説
）

　

生
物
が
生
ま
れ
て
か
ら
一
生
の
間
に
、

そ
の
環
境
に
よ
っ
て
は
ぐ
く
ま
れ
た
形

質
は
子
孫
に
遺
伝
す
る
（
獲
得
形
質
遺

伝
の
肯
定
）。

　

精
子
や
卵
子
な
ど
の
生
殖
細
胞
は
体

の
組
織
と
別
物
で
は
な
く
、
赤
血
球
が

変
化
し
て
で
き
る
（
生
殖
細
胞
の
赤
血

球
由
来
説
）。

　

今
の
遺
伝
学
で
は
獲
得
形
質
は
子
孫

● ❻●



に
遺
伝
し
な
い
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
定
説
で
は
、
生
殖
細
胞
は
体
細
胞

と
は
別
物
で
、
生
殖
細
胞
は
子
供
の
頃
、

原
始
生
殖
細
胞
が
で
き
て
、
そ
れ
が
そ

の
ま
ま
睾
丸
や
卵
巣
に
保
持
さ
れ
て
、

一
生
変
わ
ら
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ラ
マ
ル
ク
の
「
用
不
用
説
」
は
獲
得

形
質
の
遺
伝
を
肯
定
し
た
も
の
で
す
が
、

メ
ン
デ
ル
は
「
メ
ン
デ
ル
の
法
則
＝
優

性
の
法
則
、
分
離
の
法
則
、
独
立
の
法

則
」
で
こ
れ
を
否
定
し
、
遺
伝
形
質
は

遺
伝
粒
子
（
後
の
遺
伝
子
）
に
よ
っ
て

受
け
継
が
れ
る
と
提
唱
し
ま
し
た
。

　

千
島
先
生
は
獲
得
形
質
の
遺
伝
を
肯

定
す
る
「
ル
イ
セ
ン
コ
学
説
」
を
支
持

し
て
い
ま
す
。
獲
得
形
質
の
遺
伝
が
あ

る
こ
と
は
学
問
的
に
証
明
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
が
な
い
こ
と
も
証
明
さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

生
物
の
意
志
に
よ
り
形
質
が
変
化
し

獲
得
形
質
が
遺
伝
す
る
と
仮
定
す
る
と
、

生
物
の
主
体
的
な
意
志
に
よ
り
D
N
A

が
変
化
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
に
は

機
械
的
な
発
想
で
は
説
明
の
つ
か
な
い

見
え
な
い
生
気
論
的
な
神
秘
的
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
現
在
の
機
械
論
的
生
物
学
理
論

か
ら
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
す
。

7
．
進
化
論
の
盲
点

　

生
物
進
化
の
最
も
重
要
な
要
因
は
、

環
境
に
適
応
し
た
強
い
生
物
が
生
き
残

っ
た
の
で
は
な
く
、
同
じ
種
類
の
生
物
の

助
け
合
い
、
ま
た
は
違
っ
た
種
類
の
生

物
の
助
け
合
い
と
い
う
共
生
現
象
で
あ

る（
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
へ
の
批
判
）。

8�

．
心
身
一
如
の
生
命
弁
証
法
（
自
然

や
生
命
の
波
動
・
螺
旋
的
傾
向
）

　

科
学
者
の
中
に
は
「
哲
学
は
科
学
者

に
と
っ
て
、
無
縁
の
も
の
だ
」
と
考
え

て
い
る
人
が
多
い
。
し
か
し
、
科
学
と

哲
学
は
実
は
密
接
な
関
連
を
持
っ
て
い

る
。
あ
る
意
味
で
は
不
可
分
な
一
体
で

あ
る
。
今
日
、
科
学
を
離
れ
て
哲
学
が

成
立
し
な
い
の
と
同
様
に
、
正
し
い
哲

学
な
し
で
は
科
学
の
正
し
い
発
展
は
あ

り
え
な
い
。

　

万
物
は
流
転
す
る
：
す
べ
て
の
事
象

は
時
と
所
の
変
化
に
応
じ
て
、
絶
え
ず

流
転
し
変
化
す
る
。

　

真
の
美
は
少
し
歪
み
（
不
相
称
性
）

を
含
ん
だ
相
称
で
あ
る
。

　

矛
盾
対
立
と
そ
の
統
一
。
動
的
平
衡
。

限
界
領
域
の
重
要
性
→
排
中
律
の
否
定

可
逆
性
（
繰
り
返
し
）
の
原
理
。

調
和
と
波
動
螺
旋
性
。
等
々
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
八
十
九
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

よ
み
が
え
る
日
本
・
古
事
記
以
前

の
く
に
の
姿

　
　
　
　
講
師
　
平
岡
　
憲
人 

氏

と
き　
　

平
成
26
年
6
月
21
日　
　
　

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

昭
和
41
年
大
阪
生
ま
れ
。
清
風
高
校

か
ら
東
京
大
院
単
位
取
得
退
学
、
博
士

（
工
学
）。
現
在
、
清
風
情
報
工
科
学
院

校
長
。
専
門
学
校
で
I
T
と
日
本
語
教

育
を
す
る
か
た
わ
ら
、
憲
法
と
古
日
本

語
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
2
0
0
6

年
に
古
文
書
「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
」
に
出

会
い
、「
よ
み
が
え
る
日
本
語　

こ
と

ば
の
み
な
も
と
ヲ
シ
テ
」（
明
治
書
院
、

共
著
）
を
発
表
。

［
目
次
］

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

1
．
日
常
に
潜
む
謎

身
の
回
り
の
「
通
説
」

仏
教
は
仏
教
な
の
か

ひ
ら
が
な
は
平
仮
名
な
の
か

和
の
精
神
と
は

不
思
議
な
言
語

2
．
ヲ
シ
テ
文
献
の
再
発
見

ヲ
シ
テ
と
は
何
か

ヲ
シ
テ
写
本
の
探
索

既
発
見
の
写
本

ヲ
シ
テ
を
引
用
し
た
文
書

ヲ
シ
テ
の
字
形
を
伝
え
る
文
書

「
ヲ
シ
テ
文
献
」
の
伝
承

ヲ
シ
テ
文
献
の
主
な
内
容

3
．
ヲ
シ
テ
文
字
の
再
発
見

「
ヲ
シ
テ
」
文
字
と
は

ヲ
シ
テ
の
デ
ザ
イ
ン
と
組
み
立
て

よ
み
が
え
る
日
本
語

ヲ
シ
テ
の
イ
メ
ー
ジ

擬
音
・
擬
態
語
と
ヲ
シ
テ

語
彙
・
語
源
と
ヲ
シ
テ

文
法
と
ヲ
シ
テ

4
．
ヲ
シ
テ
文
献
と
日
本
神
話

和
歌
の
意
味

カ
ミ
と
は
何
な
の
か

三
種
神
器
の
意
味

国
家
統
治
の
基
本

和
の
精
神
と
ヤ
マ
ト
の
真
意

ま
と
め

我
が
国
に
は
、
カ
タ
カ
ム
ナ
や
阿
比

留
文
字
な
ど
様
々
な
神
代
文
字
（
古
代

文
字
）
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

広
く
学
術
的
に
真
実
と
認
め
ら
れ
て
い

る
も
の
は
な
い
。
私
も
、
神
代
文
字
は

●❼ ●



単
な
る
後
世
の
創
作
で
あ
り
、
そ
の
関

連
文
書
も
後
世
の
偽
書
に
過
ぎ
な
い
と

考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
2
0
0
6
年

の
秋
に
た
ま
た
ま
の
出
会
い
に
よ
り「
ヲ

シ
テ
」
と
い
う
文
字
と
そ
れ
で
書
か
れ

た
「
ヲ
シ
テ
文
献
」
に
出
会
う
こ
と
に

な
っ
た
。
先
人
の
研
究
を
参
考
に
読
解

と
分
析
を
重
ね
た
結
果
、
ヲ
シ
テ
文
献

が
真
書
で
あ
る
か
ど
う
か
は
置
く
と
し

て
も
、
ヲ
シ
テ
文
字
の
真
実
性
は
否
定

出
来
な
い
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
そ

の
研
究
成
果
を
共
著
に
て
発
表
し
た
の

が
「
よ
み
が
え
る
日
本
語

―
こ
と
ば

の
み
な
も
と
ヲ
シ
テ
」（
明
治
書
院
刊
）

で
あ
る
。

講
演
会
で
は
、
ヲ
シ
テ
文
献
と
は
何

か
、
な
ぜ
ヲ
シ
テ
文
字
が
真
実
と
い
い

う
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
紹
介
し
た
。

そ
の
上
で
、
ヲ
シ
テ
文
字
に
込
め
ら
れ

た
哲
学
を
踏
ま
え
て
記
述
さ
れ
て
い
る

ヲ
シ
テ
文
献
の
内
容
か
ら
、
我
々
の
ご

先
祖
の
姿
・
お
考
え
、
つ
ま
り
、
古
事

記
以
前
の
く
に
の
姿
を
紹
介
し
た
。

　
●
ヲ
シ
テ
文
字
の
真
実
性

ヲ
シ
テ
文
字
が
な
ぜ
真
実
で
あ
る
と

い
い
う
る
の
か
は
非
常
に
簡
単
で
、
ヲ

シ
テ
文
字
に
よ
っ
て
従
来
解
け
な
か
っ

た
日
本
語
の
謎
が
解
け
て
し
ま
う
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
単
語
の
意

味
を
ヲ
シ
テ
文
字
の
字
形
か
ら
説
明
で

き
る
、
つ
ま
り
、
ヲ
シ
テ
に
よ
っ
て
語

源
が
わ
か
る
と
い
う
こ
と
、
文
法
を
ヲ

シ
テ
文
字
の
字
形
か
ら
説
明
で
き
る
、

つ
ま
り
、
ヲ
シ
テ
に
よ
っ
て
助
詞
や
活

用
の
意
味
が
わ
か
る
と
い
う
こ
と
を
紹

介
し
た
。

ヲ
シ
テ
文
字
は
、
5
つ
の
母
音
に
対

応
す
る
基
本
文
字
と
10
の
子
音
に
対
応

す
る
基
本
文
字
を
合
成
し
た
48
の
文
字

で
成
り
立
っ
て
い
る（
右
表
）。
紙
幅
の

関
係
で
割
愛
す
る
が
、
母
音
と
子
音
の

組
み
合
わ
せ
と
い
う
考
え
よ
う
に
よ
っ

て
は
ハ
ン
グ
ル
か
ら
の
借
用
と
も
考
え

う
る
構
成
で
あ
る
が
、
ハ
ン
グ
ル
は
単

な
る
発
音
記
号
で
字
の
形
で
意
味
を
表

し
て
い
る
こ
と
は
な
い
。
対
し
て
、
ヲ

シ
テ
は
字
の
形
が
意
味
に
直
結
し
て
い

る
と
い
う
根
本
的
な
違
い
が
あ
る
。

助
詞
に
つ
い
て

講
演
会
で
紹
介
し
た
助
詞
の
例
を
簡

単
に
述
べ
る
。
そ
も
そ
も
助
詞
は
国
文

法
に
お
い
て
も
評
価
が
定
ま
ら
な
い
。

分
類
も
定
ま
ら
な
い
し
、
ど
こ
か
ら
ど

こ
ま
で
助
詞
な
の
か
も
研
究
者
に
よ
っ

て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
何
よ
り
「
助
詞

の
意
味
」
は
拡
散
す
る
ば
か
り
で
説
明

す
ら
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

ヲ
シ
テ
文
字
の
分
析
か
ら
は
次
の
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

1�

．
言
葉
の
意
味
や
文
法
は
「
イ
メ
ー

ジ
」
で
で
き
て
い
る

2�

．
こ
の
「
イ
メ
ー
ジ
」
を
文
の
構
造

に
使
う
の
が
助
詞
で
あ
る

こ
れ
ま
で
国
文
法
で
は
、
助
詞
の
意

味
を
論
理
や
概
念
で
分
析
し
よ
う
と
し

て
き
た
が
、
ア
プ
ロ
ー
チ
を
変
え
る
こ

と
で
、
単
純
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。次
の
例
は
、終
助
詞
で
あ
る「
や
」

「
か
」「
さ
」「
な
」
を
ヲ
シ
テ
の
字
形
で

説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
や
」「
か
」「
さ
」「
な
」
は
、
い

ず
れ
も
ア
段
の
助
詞
で
あ
る
。
母
音

の「
ア
」
の
部
分
は
共
通
で
あ
る
の
で
、

● ❽●
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こ
の
4
つ
の
助
詞
の
意
味
の
違
い
は
す

べ
て
子
音
部
分
か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
こ
こ
で
、
ヲ
シ
テ
文
字
の
子

音
相
当
の
字
形
に
着
目
す
る
。

や　

―　

⑭
「
｜
」
の
部
分
が
「
上
」
を

指
し
、「
－
」
の
部
分
が
「
止
め
て
」
い

る
。

か　

―　

⑦
「
｜
」
の
部
分
が
「
上
下
」

を
つ
な
ぐ
。

さ　

―　

⑬
「
－
」
の
部
分
が
「
止
め
」

て
い
る
。

な　

―　

⑨
「
－
」
の
部
分
が
「
止
め
」、

「
｜
」
の
部
分
が
「
上
下
」
を
つ
な
ぐ
。

　

こ
こ
か
ら
意
味
に
転
じ
て

や　

―　

⑭
直
上
の
単
語
を
参
照
し
て

言
葉
の
流
れ
を
止
め
る
の
で
、
上
の
単

語
を
強
調
す
る
こ
と
に
な
る
。

か　

―　

⑦
直
上
の
単
語
を
相
手
に
投

げ
か
け
る
の
で
、
上
の
単
語
に
疑
問
を

呈
す
る
こ
と
に
な
る
。

さ　

―　

⑬
直
上
の
単
語
を
さ
え
ぎ
っ

て
い
る
の
で
、
上
の
単
語
を
否
定
す
る

こ
と
に
な
る
。

な　

―　

⑨
直
上
の
単
語
を
さ
え
ぎ
っ

て
否
定
し
て
お
い
て
相
手
に
投
げ
か
け

る
の
で
、
上
の
単
語
を
禁
止
す
る
こ
と

を
相
手
に
求
め
る
こ
と
に
な
る
。

ヲ
シ
テ
文
字
の
字
形
を
使
う
と
、
助

詞
の
元
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
き
上
が
っ
て
、

こ
の
よ
う
に
明
瞭
に
解
釈
で
き
る
。

（
デ
ジ
タ
ル
2
）

擬
音
語
・
擬
態
語

講
演
会
で
は
よ
り
実
感
し
や
す
い
よ

う
、
擬
音
・
擬
態
語
を
つ
か
っ
て
説
明

を
試
み
る
こ
と
も
し
た
。
擬
音
語
・
擬

態
語
と
は
、「
ゆ
ら
ゆ
ら
」
と
か
「
ふ
ら

ふ
ら
」
と
か
主
に
2
音
を
重
ね
て
、
何

か
の
様
子
を
あ
ら
わ
す
言
葉
で
あ
る
。

一
般
に
、
こ
の
擬
音
・
擬
態
語
の
意
味

を
外
国
人
に
伝
え
る
の
は
非
常
に
困
難

だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ヲ

シ
テ
文
字
を
使
う
と
簡
単
に
そ
の
意
味

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

右
の
図
に
上
げ
た
の
は
、
縦
に
「
ゆ

ら
ゆ
ら
」
と
「
ゆ
さ
ゆ
さ
」
と
い
う
擬

態
語
を
ヲ
シ
テ
文
字
で
書
い
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
例
で
は
、
こ
の
2
つ
の
単

語
の
違
い
は
2
・
4
音
目
の
「
ら
」
と

「
さ
」
だ
け
で
あ
り
、
か
つ
母
音
は
同

じ
な
の
で
、
2
・
4
音
目
の
子
音
部
分

だ
け
が
違
う
。
つ
ま
り
、「
ゆ
ら
ゆ
ら
」

と
「
ゆ
さ
ゆ
さ
」
の
意
味
の
違
い
は
、

2
・
4
音
目
の
子
音
部
分
か
ら
生
じ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
同
様
に
、

ヲ
シ
テ
文
字
の
子
音
相
当
の
字
形
に
着

目
す
る
。

ら　

―　

⑫
光
が
放
射
す
る
イ
メ
ー
ジ

で
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
こ
と
を
表
し
て

い
る
。

さ　

―　

⑬
「
－
」
の
部
分
が
「
止
め
」

て
い
る
。

1
・
3
文
字
目
の
「
ゆ
」
は
、

ゆ　

―　

⑭
「
｜
」
の
部
分
が
「
上
」
を

指
し
、「
－
」
の
部
分
が
「
止
め
て
」
い

る
。

　

③
動
く
イ
メ
ー
ジ
で
、
⑭
が
指
す

「
上
」
方
向
に
動
く
こ
と
を
表
し
て
い

る
。「

ゆ
ら
ゆ
ら
」
と「
ゆ
さ
ゆ
さ
」
は
、

「
ゆ
」
に
よ
っ
て
上
の
方
へ
動
く
あ
る

い
は
「
ゆ
る
む
」
こ
と
を
現
し
て
い
る
。

そ
の
後
「
ら
」
な
ら
ば
、
そ
の
動
き
が

ば
ら
ば
ら
に
な
る
、「
さ
」
な
ら
ば
、
そ

の
動
き
を
受
け
止
め
る
、
こ
と
を
表
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、「
ゆ
ら
ゆ
ら
」
は
上

方
向
に
ゆ
る
ん
で
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
イ
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メ
ー
ジ
、「
ゆ
さ
ゆ
さ
」
は
上
方
向
に
ゆ

る
ん
で
そ
の
ま
ま
受
け
止
め
ら
れ
る
イ

メ
ー
ジ
で
あ
る
。

実
際
に
も
、
か
げ
ろ
う
は
「
ゆ
ら
ゆ

ら
」
し
て
も
「
ゆ
さ
ゆ
さ
」
は
し
な
い

が
、
空
気
の
ゆ
ら
め
き
が
上
下
方
向
一

方
向
で
は
な
い
こ
と
に
合
致
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
。

講
演
会
で
は
、
同
様
に
、「
ふ
ら
ふ
ら
」

「
ふ
さ
ふ
さ
」「
む
ら
む
ら
」「
く
ら
く
ら
」

「
く
た
く
た
」「
す
た
す
た
」な
ど
を
ヲ
シ

テ
の
字
形
の
イ
メ
ー
ジ
で
説
明
可
能
で

あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
語
源
、
助
詞
、
活
用
、

擬
音
・
擬
態
語
な
ど
、
従
来
解
明
の
で

き
な
か
っ
た
日
本
語
の
諸
現
象
を
、「
ヲ

シ
テ
文
字
」
の
字
形
で
説
明
で
き
る
と

い
う
事
実
が
見
出
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と

を
、
少
な
く
と
も
奈
良
時
代
以
降
正
史

の
中
で
は
位
置
づ
け
ら
れ
も
し
て
い
な

い「
ヲ
シ
テ
文
字
」
が
奈
良
時
代
以
降

に
成
立
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
語
の

諸
現
象
が
整
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、

と
解
釈
す
る
に
は
相
当
の
困
難
が
あ
る
。

そ
う
で
は
な
く
、
日
本
語
の
成
立
の
こ

ろ
に「
ヲ
シ
テ
文
字
」の
イ
メ
ー
ジ
が
使

わ
れ
て
日
本
語
の
諸
現
象
が（
長
い
時

間
を
か
け
て
）
整
理
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
漢
字
の
流
入
に
よ
っ
て「
ヲ
シ
テ
文

字
」
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
千
数
百
年

が
た
ち
、
い
ま「
ヲ
シ
テ
文
字
」の
再
発

見
に
よ
っ
て
日
本
語
の
諸
現
象
の
意
味

を
再
び
解
釈
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
、

と
す
る
ほ
う
が
合
理
性
が
高
い
。
ゆ
え

に
、「
ヲ
シ
テ
文
字
は
真
実
で
あ
る
」
と

結
論
し
た
の
で
あ
る
。

●
古
事
記
以
前
の
く
に
の
姿

ヲ
シ
テ
文
献
は
、
概
ね
古
事
記
・
日

本
書
紀
と
同
様
の
い
わ
ゆ
る
「
日
本
神

話
」
に
あ
た
る
部
分
を
、
13
万
文
字
の

長
歌
で
記
述
し
て
い
る
。
ヲ
シ
テ
文
献

で
は
、
天
上
の
物
語
で
は
な
く
、
日
本

列
島
上
の
実
在
の
人
物
に
よ
る
歴
史
と

し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
点
が
決
定
的
に

異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
日
本
神
話

上
の
諸
概
念
を
ヲ
シ
テ
の
文
字
に
込
め

ら
れ
た
哲
学
で
述
べ
て
い
る
点
が
違
う
。

講
演
で
は
、
ヲ
シ
テ
文
献
を
も
と
に
、

我
々
の
ご
先
祖
の
姿
・
お
考
え
、
つ
ま

り
、
古
事
記
以
前
の
く
に
の
姿
を
か
い

つ
ま
ん
で
紹
介
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ

の
中
で
も
最
重
要
な「
カ
ミ
」
と「
三
種

神
器
」に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

カ
ミ
に
つ
い
て

カ
ミ
と
は
、
い
ま
や
漢
字
で「
神
」
と

書
く
の
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
。

明
治
維
新
以
降
、「
神
」
を「
G
o
d
」

と
訳
し
た
結
果
、
西
洋
諸
国
に
多
大
な

誤
解
を
与
え
、
大
戦
・
亡
国
に
ま
で
至

っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
で
は
、

カ
ミ
を「
G
o
d
」
で
は
な
く「
神
」
と

す
れ
ば
誤
解
が
生
じ
な
い
の
か
、
と
い

え
ば
全
く
そ
う
で
は
な
い
。
白
川
静
の

研
究
成
果
に
よ
れ
ば
、
古
代
シ
ナ
語
に

お
い
て
、「
神
」の「
申
」の
部
分
は
稲
妻

を
現
し
て
お
り
、「
示
」の
部
分
は
そ
の

超
常
現
象
へ
の
捧
げ
物
を
表
し
て
い
る
。

「
神
」
と
は
超
常
力
へ
の
お
そ
れ
を
表

す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
人
が
体
現
す

れ
ば
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
超
常
的
な

権
力
で
す
べ
て
を
差
配
す
る
専
制
君
主
、

現
実
に
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
シ
ナ

皇
帝
の
姿
に
な
る
。
簡
単
に
い
え
ば
、

「
神
」
＝「
G
o
d
」
で
あ
る
わ
け
で
、

「
G
o
d
」
と
い
う
訳
が
悪
い
ど
こ
ろ
か
、

2
0
0
0
年
ほ
ど
前
に
当
て
て
し
ま
っ

た
「
神
」
と
い
う
字
自
体
が
ず
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
我
々
の
日
常
生
活
に
お

け
る「
カ
ミ
」
と
い
う
の
は
、
神
棚
に

あ
る
の
が
神
様
で
あ
り
、
氏
神
様
と
い

っ
て
も
超
常
力
で
も
な
い
。
逆
に
、
ち

ょ
っ
と
偉
く
て
道
理
を
極
め
て
い
る
ひ

と
は「
経
営
の
神
様
」「
野
球
の
神
様
」

な
ど
と
崇
め
ら
れ
る
し
、「
お
か
み
」
さ

ん
は
尊
敬
を
あ
つ
め
る
お
母
さ
ん
の
こ

と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
神
」
と
い
う
シ

ナ
文
字
が
表
し
て
い
る
概
念
と
は
相
当

に
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
は
、
ア
ジ
ア
の
先
進
国
は
我
が
国
だ

け
で
あ
り
、
漢
字
は
中
国
の
も
の
と
い
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う
よ
り
日
本
語
の
記
述
文
字
と
し
て
、

我
々
日
本
人
が
自
由
自
在
に
解
釈
す
る

こ
と
が
当
た
り
前
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

中
華
帝
国
が
勃
興
し
た
結
果
、
漢
字
は

中
華
の
言
う
よ
う
に
解
釈
す
る
時
代
が

や
っ
て
く
る
。
そ
う
な
っ
た
時
、「
カ
ミ
」

を「
神
」と
あ
て
て
も
、
英
語
に
訳
し
て

「
G
o
d
」
と
訳
し
て
も
、
結
局
外
部
か

ら
は
理
解
さ
れ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

中
華
に「
神
」
と
は「
超
常
力
の
こ
と
」

と
定
義
さ
れ
て
、
そ
れ
に
し
ぶ
し
ぶ
従

う
よ
う
で
あ
れ
ば
、
日
本
民
族
・
大
和

民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
消
滅
す

る
こ
と
に
な
る
。

ヲ
シ
テ
文
献
を
紐
解
い
て
わ
か
っ
た

こ
と
は
、
我
々
の
ご
先
祖
は
「
カ
ミ
」

と
い
う
言
葉
を
概
ね
次
の
4
つ
の
意
味

で
使
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
：

1
．
ご
先
祖　

―　

あ
え
て
漢
字
を
当

て
れ
ば　

「
祖
（
カ
ミ
）」

2
．
偉
い
人　

―　

あ
え
て
漢
字
を
当

て
れ
ば　

「
上
（
カ
ミ
）」

3
．
自
然
神　

―　

あ
え
て
漢
字
を
当

て
れ
ば　

「
神
（
カ
ミ
）」

4
．
大
自
然　

―　

漢
字
は
な
い

例
え
ば
、
日
本
書
紀
や
古
事
記
の
冒

頭
部
分
は「
カ
ミ
ヨ（
神
代
）」
と
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は「
祖
代
」
と
で
も

あ
て
る
べ
き
で
あ
り
、
な
ん
て
こ
と
は

な
い
、
昔
の
ご
先
祖
の
時
代
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。「
カ
ン
ナ
ガ
ラ
ノ
ミ
チ（
神

な
が
ら
の
道
）」
と
い
う
の
も
、「
祖
な

が
ら
の
道
」「
上
な
が
ら
の
道
」
と
い
う

こ
と
で
、
昔
な
が
ら
の
生
き
方
、
昔
の

偉
人
の
生
き
方
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
こ
こ
ろ
を
静
め
て
無
心
と

な
れ
ば
、
大
自
然
と
合
一
し
て
、「
無
為

自
然
」
と
な
る
。
仏
教
で
い
う
と
こ
ろ

の
悟
り
の
道
で
あ
る
。

と
り
わ
け
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
4

つ
目
の「
大
自
然
」に
は「
人
格
が
な
い
」

こ
と
で
あ
る
。
大
自
然
は
生
命
の
根
源

で
あ
る
が
、
静
か
に
じ
っ
と
見
守
っ
て

い
る
存
在
で
あ
る
。「
カ
ミ（
祖
）」
を
ど

ん
ど
ん
、
カ
ミ
の
ほ
う
に
遡
っ
て
い
く
、

カ
ミ
の
カ
ミ
の
カ
ミ
の
カ
ミ
・
・
・
と
。

そ
こ
に
あ
る
の
は
、
我
々
を
静
か
に
見

守
っ
て
い
る
無
私
の
存
在
で
あ
る
と
こ

ろ
の「
ア
メ
ミ
ヲ
ヤ
」
だ
と
さ
れ
て
い

る
。「
ミ
ヲ
ヤ
」
と
い
う
言
葉
に
そ
ん
な

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る

も
の
は
そ
の
現
れ
で
あ
る
か
ら
、
人
々

は
親
戚
で
あ
り
、
動
物
も
植
物
も
い
け

と
し
生
け
る
も
の
は
す
べ
て
親
戚
で
あ

り
、
石
や
山
や
水
も
親
戚
で
あ
る
。
こ

う
し
て
、
八
百
万
の
神
と
い
う
我
々
の

日
常
世
界
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
「
カ
ミ
」
と
い
う
言
葉

を
再
自
覚
し
て
は
じ
め
て
、
我
々
は
こ

の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い
て
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
ち
続
け
、「
現
存
す

る
最
古
の
文
明
の
直
接
の
末
裔
」
と
し

て
世
界
の
人
類
に
貢
献
で
き
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

三
種
神
器
に
つ
い
て

も
う
一
点
、「
三
種
神
器
」
に
つ
い
て

で
あ
る
。
三
種
神
器
は
皇
位
継
承
の
最

重
要
の
宝
物
と
さ
れ
て
い
る
。
今
上
天

皇
に
お
か
れ
て
も
、
昭
和
天
皇
崩
御
の

後
、
直
ち
に
剣
璽
等
承
継
の
儀
で
三
種

神
器
を
継
承
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
水
戸

学
に
お
い
て
は
、
三
種
神
器
の
あ
り
か

を
も
と
に
南
北
朝
時
代
は
、
南
朝
こ
そ

が
正
当
と
さ
れ
る
根
拠
に
な
っ
て
い
る

の
は
ご
承
知
の
こ
と
と
思
う
。
し
か
る

に
、
こ
の
「
三
種
神
器
」
が
い
か
な
る

事
柄
の
象
徴
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と

は
、
も
は
や
失
わ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
こ

の
3
つ
は
皇
位
の
象
徴
と
し
て
妥
当
な

の
か
と
い
う
理
由
が
で
あ
る
。

ヲ
シ
テ
文
献
に
よ
り
、
そ
れ
は
明
ら

か
に
な
っ
た
。「
八
尺
瓊
勾
玉（
ヤ
サ
カ

ニ
ノ
マ
ガ
リ
タ
マ
）」は
、
そ
も
そ
も

「
ト
ノ
ヲ
シ
テ
」の
象
徴
で
あ
っ
た
。「
ト

ノ
ヲ
シ
テ
」
と
は
、
後
世「
和
の
精
神
」

と
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
詳
し
い
説

明
は
省
く
が
、「
ト
ノ
ヲ
シ
テ
」
と
は
、

「
ま
ご
こ
ろ
に
も
と
づ
い
て
生
き
る
」
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に「
こ

こ
ろ
ま
っ
す
ぐ
に
た
も
つ
」
と
い
う
こ

と
を
ご
先
祖
の
徳
と
と
も
に
自
覚
す
る
、

そ
の
こ
と
の
象
徴
が「
勾
玉
」で
あ
る
。

「
叢
雲
剣（
ム
ラ
ク
モ
ノ
ツ
ル
ギ
）」

は
、
そ
も
そ
も「
悪
人
の
み
を
切
る
道

具
」
と
し
て
宝
物
に
な
っ
て
い
る
。
善

人
は
切
ら
な
い
、
悪
事
を
働
い
て
社
会

的
命
運
の
尽
き
た
も
の
だ
け
を
切
る
道

具
で
あ
る
。
ヲ
シ
テ
文
献
が
紡
が
れ
た

当
時
す
で
に
ツ
ル
ギ
と
い
う
の
は
人
を

切
る
道
具
な
の
に
、「
ツ
ル
ギ
モ
タ

カ
ラ
コ
レ
イ
カ
ン
」
と
疑
問
を
呈
す

る
声
が
あ
り
、
そ
れ
に
丁
寧
に
答
え
た

説
法
が
、
ヲ
シ
テ
文
献
に
収
録
さ
れ
て

い
る
。
武
力
を
司
る
も
の
は
、
無
闇
矢

鱈
と
人
を
切
っ
て
は
な
ら
な
い
。
悪
人

で
あ
っ
て
も
、
教
え
諭
し
て
悔
い
改
め

さ
せ
よ
。
何
度
や
っ
て
も
ど
う
に
も
な

ら
な
い
な
ら
、
そ
の
時
は
こ
の
ツ
ル
ギ

で
成
敗
せ
よ
。
と
い
う
説
法
で
あ
る
。

な
ぜ
武
力
は
あ
る
の
か
、
と
い
う
本
質

を
表
す
の
が「
剣
」で
あ
り
、
だ
か
ら
こ

そ
宝
物
な
の
で
あ
る
。

「
八
咫
の
鏡（
ヤ
タ
ノ
カ
ガ
ミ
）」

は
、
正
邪
を
見
極
め
る
鏡
で
あ
る
。「
カ

ガ
ミ
」
の「
カ
」
が
輝
く
モ
ノ
＝
正
し
い

も
の
を
現
し
、「
ガ
」
が
陰
っ
た
も
の
＝

間
違
っ
た
も
の
を
現
し
て
、
正
邪
の
見

●� ●



極
め
と
い
う
こ
と
を
象
徴
す
る
の
が

「
カ
ガ
ミ
」
な
の
で
あ
る
。
社
会
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
も
の
は
、
自
分
の
心
が
曇

っ
て
い
な
い
か
、
私
心
に
走
っ
て
い
な

い
か
、
常
に
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
日
々
自
ら
の
姿
を
カ
ガ
ミ
に
写
し
、

こ
こ
ろ
の
ク
マ
を
見
て
反
省
す
る
。
記

紀
に
も
い
う「
カ
ガ
ミ
を
み
る
時
は
天

照
大
神
を
見
る
よ
う
に
」、
と
い
う
の

は
、
酸
い
も
甘
い
も
見
極
め
た
あ
の
人

の
前
で
は
ど
ん
な
ウ
ソ
も
見
破
ら
れ
る

と
い
う
よ
う
な
穏
や
か
な
し
か
し
眼
光

鋭
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
い
て
、
あ
た
か

も
そ
の
前
に
座
っ
て「
わ
し
の
目
を
よ

く
見
て
話
し
て
ご
ら
ん
」
と
で
も
言
わ

れ
て
い
る
よ
う
な
心
持
ち
で
、
カ
ガ
ミ

を
見
よ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
る

と
、
自
然
に
、
自
分
の
ウ
ソ
に
気
づ
き
、

道
を
外
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
自
己
反
省
の
本
質
を
表
す
象
徴
が

「
鏡
」で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
3
つ
の
徳
を
表
す
象

徴
が
三
種
神
器
で
あ
り
、
国
家
の
統
治

を
行
う
も
の
に
と
っ
て
心
に
刻
ま
ね
ば

な
ら
な
い
徳
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の

三
種
神
器
が
代
々
継
承
さ
れ
て
き
た
の

で
あ
る
。「
三
種
神
器
」の
徳
を
再
自
覚

し
て
は
じ
め
て
、
我
々
は
こ
の
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に
お
い
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
保
ち
続
け
、「
現
存
す
る
最
古
の

文
明
の
直
接
の
末
裔
」
と
し
て
世
界
の

人
類
に
貢
献
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。

●
お
わ
り
に

最
後
に
、
三
種
神
器
と
い
う
名
前
に

つ
い
て
述
べ
た
い
。
ヲ
シ
テ
文
献
に
よ

れ
ば
、
こ
れ
は「
ミ
ク
サ
タ
カ
ラ
」「
ミ

ク
サ

ノ
カ
ン
タ
カ
ラ
」
と
申
し
上

げ
た
。
こ
れ
に
漢
字
を
あ
て
て「
三
種

神
器
」
と
な
り
、
い
つ
の
ま
に
音
読
み

す
る
こ
と
に
な
っ
て
今
に
至
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
漢
字
の
音
読
み
と
は
、
古

代
シ
ナ
語
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
今
か
ら

2
0
0
0
年
が
た
ち
、
我
々
の
子
孫
が

「
三
種
神
器
」
な
ら
ぬ「
ス
リ
ー　

ホ
ー

リ
ー　

ト
レ
ジ
ャ
ー　

T
H
T
」
と
で

も
呼
ん
で
い
た
と
し
た
ら
ど
う
で
あ
ろ

う
か
?　

我
々
は
今
そ
れ
と
同
じ
愚
行

を
行
っ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
我
々
は「
ニ
ホ
ン
ジ
ン
」

あ
る
い
は「
ニ
ッ
ポ
ン
ジ
ン
」
な
の
か
?

日
本（
ニ
ホ
ン
、
ニ
ッ
ポ
ン
）
も
、
な

ん
と
音
読
み
で
あ
り
、
古
代
シ
ナ
語
で

あ
る
。
ヲ
シ
テ
文
献
に
よ
り
、
当
時
我

が
国
は「
ヤ
マ
ト
」「
ヒ
ノ
モ
ト
」
と
自

称
し
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
た
。
自
ら

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
取
り
戻
す
に

は
、
ま
ず
自
ら
が「
ヤ
マ
ト
の
タ
ミ
」

「
ヒ
ノ
モ
ト
の
タ
ミ
」
で
あ
る
と
い

う
自
覚
か
ら
再
出
発
さ
れ
た
い
と
、
乞

い
願
う
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

こ
れ
ま
で
日
本
文
化
の
起
源
は
漢
字

で
あ
る
と
漠
然
と
思
っ
て
い
た
が
、
漢

字
以
前
の
文
化
が
存
在
し
、
そ
こ
に

我
々
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
も
あ
る
と
い

う
こ
と
を
示
し
て
頂
い
た
。
素
晴
ら
し

い
考
え
方
に
出
会
え
て
感
謝
し
て
い
ま

す
。当

日
の
参
加
者
は
会
員
11
名
、
非
会

員
29
名
、
通
訳
1
名
、
合
計
41
名
で
し

た
。今

回
の
記
録
は
C
D
（
ウ
イ
ン
ド
ウ

ズ
パ
ソ
コ
ン
か
C
D
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
）
に
な
り
ま
す
。

価
格
2
0
0
0
円（
送
料
込
み
）。
事

務
局（
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5
）

ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

三
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野 

百
合
子 

氏

「 

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平 

博
人 

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原 

秀
樹 

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向 

猛 

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

● �●
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◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

奥
野 

節
子 

氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

◎
2
0
1
3
年
10
月
第
23
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
自
然
治
癒
力
」

◎
2
0
1
3
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保 

秀
之 
氏

「
生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線
」

◎
2
0
1
4
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

小
川 

博
章 

氏

「
魂
の
発
見
」

◎
2
0
1
4
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

西
川�

眞
知
子�

氏

「
生
命
の
智
恵　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

―
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る
生
命

の
す
ば
ら
し
さ
―
」

◎
2
0
1
4
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

岩
根�

和
郎�

氏

「
般
若
心
経
と
サ
イ
科
学
」

◎
2
0
1
4
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

秦�

西
平�

氏

「
気
超
科
学
と
宇
宙
生
命
哲
学

新
病
気
学
」

◎
2
0
1
4
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

小
林�

信
正�

氏

「
ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明
～
オ
ー
ブ
と
の

関
連
性
に
つ
い
て
～
」

◎
2
0
1
4
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

石
川�

允
朗�

氏

「�

死
後
の
世
界
と
輪
廻
転
生
に
つ
い
て

の
一
考
察
」

◎
2
0
1
4
年
10
月
第
24
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
天
変
地
異
」

メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
に
掲

載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま
た
は
F
 A 

X
番
号
）
に
、「
2
0
1
○
年
○
月
○
○

○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」
と
記
し
て
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま
す
。

2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

E-m
ail offi

ce21@
psij.m

ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

《本部月例会・全国大会講演録の販売》

本部月例会・全国大会のICレコーダーによる録音の音声ファイル（拡張子wma）なので、聞

くためには「CD、DVDプレーヤー」の付いたウインドウズ・パソコンが必要になります。

以下のリストから興味のある講演、今一度聞いてみたいものを御注文願います。講演時間

は平均3時間前後で質疑応答等も含まれます。マイクからの直接録音ではなく、やはり会場の

スピーカー音の録音ですので、完璧な鮮明さではありませんが、もちろん内容は普通に聞き取

れます。当日放映されたビデオやOHP等で紹介された図や写真は付いておりません。

講演録の代金は1回分2,000円（送料等含む）です。お送りするのは講演録の入った「CD−R」

で1枚につき6、7回分が入ります。（一部のノートパソコンを除いて、大抵のウインドウズ・

パソコンには、「CD−Rファイル」が読めるプレーヤーがついております。）

※御注文は郵便局にある「郵便振替用紙」の通信欄にご希望の講演録の『年／月　講師名』と

金額（1回分2,000円）を記入し、郵便振替口座  00100-2-15344　加入者名  日本サイ科学会

にお振込願います。

あるいは、メールで先に事務局 office21@psij.mail-box.ne.jp に注文されても結構です。
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2010/10/10 第21回全国大会　シンポジウムテーマ「2012年問題とサイ」
2010/11/14 秋山眞人氏「夢診断と未来予測」
2010/12/12 宇治橋泰志氏「新たな予防医学を目指して」
2011/ 1/ 8 新年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2011/ 2/12 石川和孝氏「世紀末的神示と予言の陰陽道的思考」
2011/ 5/14 赤松瞳氏「最新脳科学と透視能力」
2011/ 6/12 井出治氏「未知エネルギーの研究とチャネリング」
2011/ 7/18 古村豊治氏「なぜあなたに大きな奇蹟が起こらないのか?」
2011/ 9/10 鈴木俊輔氏「3・11新文明の幕開け～日本人の使命～」
2011/10/ 9 創立35周年記念大会シンポジウムテーマ「パワースポット」
2011/11/12 小林信正氏「心霊現象について」
2011/12/10 忘年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2012/ 1/14 ミッツィ植田氏「縄文スピリットでサバイバル」
2012/ 2/11 小林正典氏「サイ科学に関係した電気・磁気の研究の紹介」
2012/ 4/14 ロン薄葉氏「オーブ現象とこれまでの歩み」
 川崎利男氏「オーブ観察7年間その傾向と残された課題」
2012/ 5/12 徳永康夫氏「命とソマチットと般若心経の探検」
2012/ 6/10 松永修岳氏「密教開運術『強運の成長戦略提言～氣を高めれば運はやってくる～』」
2012/ 7/14 中島敏樹氏「水と珪素の集団リズム力」
2012/ 9/ 8 ホンマシュウジ氏「 未曽有の天災・人災を目の当たりにして、サイ科学は何が

できるのか⁉」
2012/10/14 第22回全国大会　シンポジウムテーマ「コンタクト」
2012/11/10 藤森博明氏「気（生命エネルギー）の実在と能力」
2013/ 1/12 志賀一雅氏「α波のコヒーレンシーについて」
2013/ 2/ 9 宇治橋泰志氏「疾病を根本から改善する新治療法を求めて」
2013/ 4/13 大野百合子氏「 宇宙図書館（アカシックレコード）から見た世界の仕組みと私たち

−あなたは誰なのか−」
2013/ 5/11 浪平博人氏「イメージによる瞬間教育」
2013/ 6/ 9 松原秀樹氏「アレルギーを治す秘訣」
2013/ 7/13 酒向猛氏「千島学説を知るために」
2013/ 9/14 奥野節子氏「ブラジルの奇跡のヒーラー　ジョン・オブ・ゴッド」
2013/10/13 第23回全国大会　シンポジウムテーマ「サイと自然治癒力」
2013/11/ 9 小久保秀之氏「生体センサによるサイ研究−超能力研究の最前線」
2014/ 1/11 小川博章氏「魂の発見」
2014/ 4/12 西川眞知子氏「 生命の智恵　アーユルヴェーダ　−アーユルヴェーダから見る

生命のすばらしさ−」
2014/ 5/10 岩根和郎氏「般若心経とサイ科学」
2014/ 6/ 8 秦西平氏「気超科学と宇宙生命哲学　新病気学」
2014/ 7/12 小林信正氏「ラップ現象の究明～オーブとの関連性について～」
2014/ 9/13 石川允朗氏「死後の世界と輪廻転生についての一考察」
2014/10/12 第24回全国大会　シンポジウムテーマ「サイと天変地異」



る。いわゆるプラズマであるが、大気電気学の
分野では、大気陽イオン、大気陰イオン、電子
と呼ぶ。大気イオン群の中にエアゾール（埃、微
細塵）を入れると、大気電界やイオン間の相互
作用などにより、大気陽イオンボールと大気陰
イオンボールの組み合わせができる。いま、ベ
クトルが上向きで右方向回転のものを陽イオン
ボール（電子に相当）とし、下向きで右方向回転
のものが陰イオンボール（陽電子に相当）になる
一対を想定する。中でも、周波数が近赤外線量
域に該当するもの（活性化エネルギー、約1.5eV）
を対象になる。この一対は、右方向回転の巴型
状組み合わせであるが、一般には裏表、左右、
様々な組み合わせの下で、全体として中和して
いる集団（群）がオーブである、と推定している。
なお、以上の説明には電子を用いたが、実際に
は、光子群の組み合わせとして存在するのであ
ろう。

（2）「たまゆら」の形成
大気イオンボールは、ほぼ近赤外線量域の周

波数を持ちながら、回転しながら進行・増大し
ているが、陰と陽の組み合わせで、両者間の押
し合いの力（エネルギー）がほぼ平衡・中和する

（陰+陽=0）まで活性化させた時に零場が出来
る。つぎに、これが絞り込まれて点状になった
時を零点と呼ぶ。なお零点はマクロ現象がミク
ロ現象に変換する箇所でもある。ここに「たまゆ
ら」の核が形成され、撮影者から放出されるサ
イ（気）と核が共振・共鳴（同調）して「たまゆら」
になる（生起する）、と推定している。

（3）「たまゆら」の内部模様
「たまゆら」は、外部からの光エネルギーの助

けにより、次第に進行してカオス・アトラクター
を画き、オーブ（たまゆら）の円形内模様を形成
する事になる。カオス・アトラクターの内容（模
様）を決めるものは、未知なる存在（SG）であろ
う、と推定している。なおサイ（気）は、電子、
陽電子、微細身素粒子（オーラ）群から構成さ
れている。電子は空気中でも割合に安定に存在
しており、陽電子は宇宙線や各種のγ線照射に
よって得られる。この時のオーラはエーテル（エ
ネルギー）類似である。

カオス理論に基づいて、オーブ（たまゆら）画
像のフラクタル解析を実施した。一例として、
オーブ（たまゆら）の内部模様は、フラクタル次
元で3種類に類別できることが判った（解析方
法と図の説明は、サイ科学、Vo.36、No.1参照、
2014年末発行予定）。

5．結論
近赤外線領域の波長により、オーブ（たまゆ

ら）を撮影できることから、オーブ（たまゆら）は
この領域に潜んでいる事が判る。しかし、この
波長域は肉眼では見ることは出来ない。オーブ

（たまゆら）を、撮影し難い理由は、カメラが、
近赤外線領域をカットしている為であると言え
よう。つまり、オーブがすぐ傍まで来ていても、
高画素数カメラ（1610万画素数）では認知出来
ない（写らない）場合がある。しかし低画素数カ
メラ（220万画素数）には写る傾向がある。小雨
の降りはじめ、又は、スプレー噴霧水があると、
出現しやすい。水の蒸発はオーブの誘発になっ
ていると考えられる。しかし、オーブ（たまゆら）
と水滴とは異なることが分かった。オーブ（たま
ゆら）と意識の間で直接の情報交換がある、等
の性質を持っているので、この現象は、マクロ
PKの一種であり、仲介する物質はサイ（気）で
あると判断している。オーブにサイ（気）が加算
されたものを「たまゆら」と呼ぶことにする。な
お、オーブ上の「零点」で「たまゆら」の核が形成
され、撮影者から放出されるサイ（気）と核が共
振・共鳴（同調）して「たまゆら」になる（生起す
る）、と推定している。オーブ（たまゆら）は、外
部からの光エネルギーの助けにより、次第に進
行してカオス・アトラクターを画き、オーブ（た
まゆら）の円形内模様（表情）を形成する事にな
る。カオス・アトラクターの内容（模様）を決め
るものは、未知なる存在（SG）であろう、と推定
している。さらに、カオス理論に基づき、オー
ブ（たまゆら）画像をフラクタル解析した結果と
して、オーブ（たまゆら）の内部模様をカオスと
して類別できることが判った。つまり、（A）シ
ングルピークの模様、（B）ダブルピークの模様、

（C）マルチピークの模様、等である。

●� ●
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果は、意識とオーブとがマクロPK現象として同
調したために得られた、と判断できそうである。

（2）場所と時間が異なる
撮影者の意識は時間や空間の枠組みを超えて

いる。撮影が同一条件であっても、日にちが異
なる場合には、当然ながら、意識は同一ではな
い。従って、写されるオーブは、それぞれが別
の模様（表情）になると考えられる。一例として
写真No. 2531、2357、2541を示す。No. 2531は
上記と同一のカシオ（1610画素数）、2014年4月
3日（木）、福島市内、小雨の降り始め、夜6：45
～。写真の全面にわたり大、中、小直径の多数
の円形オーブが写っている。左側と右側にある
大径のオーブ（たまゆら）をみる。ボケは在るが2
～3本の円形状干渉縞模様を取り囲んで、全面
にマンダラ模様が刻まれている。これ以外のオー
ブ（たまゆら）にもほぼ同一模様が写っている。

次の一例をみる。写真No.2541は福島市の実
験室横、2014年6月6日（金）、小雨の降り始め、
夜8：03～。写真の中央に大直径が1個、右側
に中径のオーブ（たまゆら）が、2個写されてい
る。中央の大径は、左端の一部が欠けているが、
唐時代の青銅鏡状で、中央左よりに凸型円形
部（オーブの核、又はエアゾール）をもっている。
中径のオーブには、欠けは無いが、大径のもの
とほぼ同一の模様を持っている。以上に示した
様に、写された写真のそれぞれには、ほぼ同一
の模様が写されている。検討し、判断すると、
撮影者の意識と体外のオーブとが（マクロPKと
して）同調して模様が形成された、と考える事も
できるだろう。

（3）同一条件で、撮影者が別
同一条件で撮影しても、撮影者が別々の場合

には、撮影者の意識は異なるので、別の模様が
写されるだろう、と考えられる。この推定を確
かめる為の実験・撮影が実施された。一例を示
す。2014年6月15日（日）、上海市静安寺大仏殿
内、晴れ。10：00～10：05、大仏とその天井を、
Aが写す（ニコンE-2200、220万画素数）。続い
て、Bが同一条件で、写す（キヤノンIXY, 8105、
1610万画素数）。Aの写真No.2075は、大仏の
斜め前方像と天井を写している。明白なオーブ

（たまゆら）は3個で、円形内模様は、ほぼ同一
の円内模様、凹凸の青色とピンク色の混ざり合
う点群（光の周波数の相違）からなる。次にBの
No.1369を見る。大仏の正面像と天井をとらえ
た写真の胸と天井に2個のオーブ（たまゆら）が
撮影されている。円形内模様（表情）はほぼ同一
で、ボケのある同芯円状干渉縞模様の唐鏡状
で、ヘイロー（halo）もほぼ同一模様である。以
上、同一条件で撮影した場合でも、撮影者が異
なると、オーブ（たまゆら）の模様が異なる場合
のある事がわかった。

4．検討と考察
サイ（気）は、周波数（波長）の異なる光子群

の集合から構成されているが、素粒子の性質を
持つ（電子群、別報）ので、観測・測定する以前
は、その存在は不確定である。空気成分の電離
とエアゾール（埃、微細塵）によって形成された
大気陰陽イオンボール（オーブ）の上に、ゼロ場

（ゼロ点）が形成され、そこに「たまゆら」の核が
できる。撮影者の変性意識状態（ASC）時に皮
膚から放出されるサイ（気）とオーブ上の「たまゆ
ら」の核が同調して「たまゆら」になる。そして、
カオス・アトラクターを伴って成長して写真に写
る。大気陰陽イオンボール形成（オーブ）は物理
現象であり、これにサイ（気）が加算されて「た
まゆら」（マクロPK）になる、と判断・仮定して
いる。

（1）「オーブ」の形成
地球を取り巻く大気層は、宇宙線の照射のた

めに電離していて、上層部は陽（+）、地表部は
陰（－）に帯電している。この為に地球は電磁気
的には巨大な球形・地球コンデンサー（約30万
V）として存在している。厚い雷雲がやってくる
と、雲の上側は（+）、下側は（－）なので、地球表
面上は（+）に帯電するようになる。雨が降り始
めると、電離はさらに進む。なお地球表面上の
大気の大部分は水蒸気と二酸化炭素である。水
蒸気が多くなると凝固して雲や雨になるが、凝
固には核が必要であり、これをエアゾール（埃、
微細塵）が分担している。水（H2O）を電離する
とH（陽イオン）、OH（陰イオン）、電子（－）にな
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呼びかけに応じて答えてくれる、意識をもっ
ている、霊的な存在である等、オーブの形成・
出現には人格要因が関係すると言われている。
然しそれらの仕組みや機構については、いまま
では、科学的に説明する事は無かった様に思う。
そこで今回は、撮影者の意識（無意識）がどの様
な仕組みでオーブに関与するか、について推定
し、仮定を進める事にした。

1．従来の結果と本稿の目的
（1）意識と体外にある物質とが直接に情報を

交換する現象をマクロPK（念力）といい、両者
間を仲介する物質をサイ（気）と言う。（2）サイ

（気）現象は、基盤になる現象の変曲点（零場
中の零点）で、エネルギー定条件で生起する。

（3）この時の意識は変性意識状態（ASC）であり、
醒めた意識はむしろ否定的（現象阻止）に作用す
る傾向がある。一方、（4）オーブと意識の間には、
情報交換があるので、オーブもマクロPKであ
る。しかし、今までは未検討であった。そこで、
本稿で検討することにした。オーブは、デジタ
ル・カメラ（CCD）を用いて、電離した薄暗い空
間に向けてフラッシュ撮影する時、ノイズとし
て、乳白色小円形状に写り込んで来る。なお、
オーブは巨視的な物質（画像）であるが、不思議
な事に、素粒子類似の性質を兼ね備えて出現し
てくる（別報参照）という結果が得られている。

2．実験・撮影条件
画素数の少ないデジカメとしてニコンE-2200

（220万画素数）。多いデジカメとしてカシオ
EX-Z2000（1610万画素数）、キヤノンIXY, 8105

（1610万画素数）を用いる。撮影は、露出モー
ドをオート撮影（P）に合わせる。これは絞りと
シャッターの組み合わせをカメラが自動的に選
定して撮影する方式である。撮影条件は、スト

ロボ強制発光（フラッシュ光ON、色温度約6000
度K）。天候は晴れ、小雨の降り始め時、晴天時
の室内。晴天の室外でスプレー水（キリ、噴霧）
を放射したとき。

3．意識とオーブの同調
経験によると、写り込んでくるオーブ像は円

の直径、模様（表情）、色合い、ヘイロー（halo）
などは様 （々ランダム）であるが、一枚の写真に
はほぼ同一の模様（表情）が写されてくる、と判
断している。はじめに、これを、実験から確か
めることにする。

（1）噴霧水放射の場合
雨の降り始めにオーブは出現しやすい、これ

は、オーブ形成に空気の電離と水素（陽）イオン
が必要となるからであろう。そこで、はじめに晴
天時にk式スプレー法をもちいた噴霧水の場合
について検討する。一例としての写真No.0774
の場合を見る。2014年5月22日（木）、福島市、
夜7：50～。カシオEX-Z2000（1610万画素数）。
画面中央部にモヤ（キリ、極微小雨滴）が写り、
モヤとは別に、中小径の様々の大きさのオーブ
が、ランダムに広く分布して写されている。オー
ブの円形内部には、ほぼ同一の小粒状の凹凸模
様がある。

別の一例として、写真No.0941の場合をみる。
2014年8月9日（土）、仙台市、夜8：10～、カシ
オEX-Z2000（1610万画素数）。写真の左側にス
プレー器具、その噴射先にモヤ（極微小雨滴）、
右下に屋根がある。この写真をみると、円形内
部に1～3個の穴のあるオーブが、全面に、同一
模様で、ランダムに写されている。以上の2枚
を比較すると、気温や意識などが相違する為で
あろうか、それぞれの模様は異なっている。し
かし、1枚毎にみると、模様（表情）はほぼ同一
である。実施の内容から判断すると、以上の結

オーブ（たまゆら）形成・出現の意識面オーブ（たまゆら）形成・出現の意識面
（Toward Formation and Emergence of Orb by Consciousness Approach）

佐々木　茂美　　苗　鉄軍　　
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芸家であるが、クライアントの身体の状況を洞察する能力を備えておられた人で、今回の鉱石の成長

に気がつかれた人※６も霊能力のあるヒーラーと云うべき人である。どちらも通常は観測し得ない事象を

起こす人である。

ともかく、鉱石という物体がこのように成長するということがあるらしい。

※1� �ここでは石を持った人の影響である点は明らかとし、しかし人の何が影響したかが明らかで

あるわけではないが、「意識が影響する」という表題でまずは報告することとした。「人の場」

という表現が次の候補である。どちらも科学的には追求しにくいサイエネルギーである。以

上が仮題の理由である。

※2� �りんあん氏（本名：小島鈴江氏、現在千葉県千葉市在住）。父、祖父、曽祖父など代々に僧

籍に身を置いた家系の人で、本人は現在僧籍には身を置いていないが、多くの人に、その

持つ霊的な能力で霊障などを直しておられる、強い能力を持つ人。

� このような力のある人であるためにここで述べるような鉱石の成長があるのかも知れない。

もちろんその関係は全く定かではない。

※3� ここでの鉱石とは以下の岩石に当たる。

� 鉱物と岩石はよく混同されてしまうが別物である。岩石は、鉱物または岩石破片の集合体で

あり、化学的に均質なものではない。鉱物は、化学的にほぼ均質で、原子・イオンレベルで

3次元的な秩序配列（結晶構造）を持つ。具体的には、墓石などに使われる花崗岩（御影石）

は岩石であるが、花崗岩は石英、長石、雲母などの鉱物の集合からなっている。また、単

一の鉱物からなっていても、複数の結晶が集合していて、単一の結晶ではない場合、1種類

の鉱物からなる岩石ということになる。たとえば、結晶質石灰岩（大理石）は方解石の結晶に

より構成されるが、単一の結晶ではなく複数の方解石結晶の集合体なので、岩石である。

� この両者の関係は、よく「生物体」と「細胞」の関係にたとえられる。生物体を「岩石」とする

と、それは様々な種類の細胞「鉱物」で構成されている、といった具合である。細胞の一つ

一つは鉱物であるが、それが多く集まり固結していると岩石と呼ばれるようになる。

※4�「意識による異常磁気の発生とその観察」副題：直交配置3軸センサーによる生体周辺の磁

気の測定：第1報～第6報　小牧昭一郎　1999～2004　磁気と生体研究会誌～サイ科学；

日本サイ科学会（論文集）；第2報はPSI�Vol.22 , No.1�August�2000�Thesis�2 .�pp.6-20.

※5� 須田泰心氏、群馬県前橋市在住。小さい頃より透視、予言などの能力があり、クライアント

の治療などに当たられた。

※6� 前出脚注2



2．所感

人が手の中、膝などに抱えて（図4参照）持つ

ことによって鉱石が成長するという事例として、

簡単なスナップでご紹介した。撮影が不十分で、

この報告ではその違いが明瞭とは思われないが、

仮に明瞭になったとしても、人の何が影響した

のかについてもなにも明らかになりそうもない。

しかし、筆者には意識が周辺の空間に対して

物理的な影響を与えることを研究した経験がある。人が「ここだよ」というかけ声を発する度ごとに、

その人の身体周辺の空間に磁気が発生する、それを特別に準備した磁気記録システムによって観測・

記録した※４。磁気波形は低周波領域の交流波形で、掛け声と同期して観測されたので、明らかにそ

の人の意識に関連すると考えるべき状況であったから、「意識が原因となった磁界の発生」としてよい、

と考えた。こうした事例に対して、今回の鉱石の成長は時間的には極めて曖昧であり、ほとんど特定

ができないので、「意識による鉱石の成長」は仮題とした。しかし、この両者の観測に共通している点は、

観測対象の人がどちらも超能力者と云われるべき点である。この磁気の発生の対象となった人※５は陶

●� ●

れ対応すると思われる部分を2014年9月に撮影

したものを図2-2、図3-2に示す。

図2-1と図2-2を比較すると、両図の撮影角

度が微妙に違うので正確ではないが矢印Aの先

端付近は図2-1では空間であった部分が鈍い白

い鉱石で埋められているようである。ここでの洞

窟の深部の付近でも図2-2の方が浅くなってい

るように見える。

図3-2では矢印の先端部分の結晶の大きさが

図3-1でのその直上の結晶に比較して大きく見

える。また。その直上の結晶がやや小さく見え

るが、どちらにしてもこの二つの結晶の大きさが

変化している。図3-2での矢印先端の結晶部分

が丸みを帯びて見える。図3-1での六方晶形の

特有の先端の稜線が見えない。図2と同様、撮

影角度が厳密ではないので、以上の比較は正確とは言えないが。

図3 -1：Bの部分 2012年11月時点

図3 -2：Bの部分 2014年9月時点

図4　手での抱え方

B



意識※１による鉱石の成長

1．観測状況

会員R※２氏は自分が日頃大事にしている石が

時間とともに成長すると思う、と筆者に云ったこ

とがあった。この石とは、よく夜店などで見かけ

る置物になるかも知れない自然の鉱石※３で、水

晶の単結晶らしい六方晶形の小さな単結晶が内

部にたくさん見られる鉱物結晶で、図1のような

外観を呈し、所々にいわば洞窟状の部分があり、

そこに水晶の単結晶らしい結晶が見られる。こ

の石をしばらく持っていると、成長するように思

われる、とのことである。上記の水晶の単結晶

らしい柱は大きさ1.5ミリ程度、小さなものであ

るが、透き通っていてきれい、まわりは多結晶の

六方晶形の頭の部分が重なっている部分に覆わ

れたり、自然の鉱物としてどこにも加工したとこ

ろはない。この鉱石自体が時間が経つと成長し

てその洞窟の部分などが狭くなったのではと。

天然鉱石は高温の溶岩の状態のときに冷却し

た状態を維持しているはずであり、これが一般

的な常識で、人の手の中で成長するという常識

はない、まして人が手の中に抱く、というような

常温で石が成長するとは考えられない。

ところで、R氏のかかえる石を2012年11月に

撮影したものを図2-1、図3-1に示す。それぞ
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図1：岩石全体像
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図2 -2：Aの部分 2014年9月時点
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